
校種 小学校 利用人数 １００名(３クラス) 平成２３年度教員免許状更新講習

国立赤城青少年交流の家

プログラム名(テーマ) 人間関係を深めるとともに心身を鍛えよう！

目指す児童・生徒像 友だちと協力して自主的に協力する態度を養う。

起床後 朝食 午前の活動 昼食 午後の活動 夕食 夜間の活動 その他

８：１５・学校集合 １０：００・地蔵岳登山 弁当 １３：３０・覚満淵付近を散策 食堂１ １８：３０・キャンプファイヤー ＊交流の家でトイ
１ ８：３０・学校出発 (雨天)大沼湖畔散策 ◎・あかぎ植物観察(地元ガイド) ７：３０ レ休憩をしてから、

◎・赤城植物観察(地元ガイド) ～ ２０：３０・入浴 登山口までバスで
１６：３０ 直行する。

１２：３０・小沼湖畔(弁当) １５：００・入所式～オリエンテーション ２１：００・班長会議
日 ＊係ごとの会議 ＊手紙、日記を書く

＊荷物整理
＊キャンプの準備 ２１：３０・消灯

１７：００・夕べのつどい
目 ○地蔵岳登山 ○覚満淵付近を散策 ○キャンプファイヤー

・あかぎ山の自然に親しみながら、班員と協力 ・地元ガイドの方の説明を聞きながら、赤城山麓に ・雨天の場合は、体育館でキャンドルファイア
し合って山登りをする。 見られる植物を観察し、その生態を知るとともに を行う。

・各クラス６班 自然保護への関心、意欲を高める。 ・自分から積極的に参加し、協力して楽しい想
・地元ガイドの方の説明を聞きながら、赤城山 ・弁当は、はんごとに食べる。ゴミは持ち帰る。 い出を作る。

麓に見られる植物を観察し、その生態を知る ○キャンプファイヤーの準備を所員の方と行わせる。 ○今日の振り返りをする。書留止めておくておく。
とともに自然保護への関心、意欲を高める。 ・特に火の係は、必ず教員と一緒に行わせる。

◎あかぎ自然観察講師依頼 (６０００円)
６：００・起床 食堂 ９：００・ＡＡＰ(Ａ班５０人)３グループ 食堂 １３：３０・オリエンテーリング（Ａ班５０人） 食堂 １８：３０・星空観察

２ ◎講師依頼 ３名 ・ＡＡＰ(Ｂ班５０人) ◎講師
７：００・朝の集い ・オリエンテーリング(Ｂ班５０人) ◎講師依頼 ３名

２１：００・班長会議
＊手紙、日記を書く

日 ２１：３０・消灯

・健康観察をする。 ○ＡＡＰとオリエンテーリングは、クラスを半分 ・午前の部と交代して行う。 ○星空観察
目 ・体験活動で使うものをバッ にして実施する。 ・四季折々に見られる星座を肉眼や望遠鏡で観

グに入れて出発の準備をす ・ＡＡＰでは、講師の指示に従いグループごと ◎ＡＡＰ講師依頼 察し、天体に対する関心・意欲を高める。
る。 に協力して行う陽にさせる。 （８０００円×３名＝２４０００円） ・夜に活動なので衣服には、注意させる。

・オリエンテーリングでは、リーダーを中心に ・班行動を心がけ、個人で移動しないようにさ
協力して、統一行動をとるようにさせる。 せる。

◎ＡＡＰ講師依頼 ◎星空観察講師依頼(６０００円)
（８０００円×３名＝２４０００円）

６：００・起床 食堂 ９：３０・野外炊事 カレー １３：３０・あかぎ野鳥観察
３ ◎講師依頼 １名

６：３０・シーツ、
カバー返却 １５：００・退所式

７：００・朝の集い
日 １５：３０・交流の家出発

８：３０・部屋の清掃 １７：００・学校に到着
解散式

目 ・健康観察をする。 ○野外炊事 ○あかぎ野鳥観察
・シーツ、と布団をたたみき ・薪にもやし方や用具の使い方について話を聞 ・地元ガイドの方の説明を聞きながら、赤城山麓に

れいに掃除をする。 く。 見られる植物を観察し、その生態を知るとともに
・忘れ物がないように荷物を ・調理を行う前に手洗い消毒をして、身支度を 自然保護への関心、意欲を高める。

バッグに入れる。 調えてから始める。 ◎あかぎ野鳥観察講師依頼 (６０００円)
・水筒に水を入れる。 ・けが、やけどに気をつけてみんなで協力して ・家の人の迎えを確認する。
・荷物を体育館に持って行 行う。
く。

下段には、めあてや指導者、班分け、費用、準備、事前・事後指導、留意点などを記入。


